
専攻科福祉専攻 ～大湊高校との合同授業～
酸ヶ湯では初冠雪が見られ、冬の足音が少しずつ聞こえてくる今日この頃、
皆様いかがお過ごしでしょうか。実習も終わり、就職活動で遠方に出かける方も
多い季節ですね。交通面への安全に気を付けながら、楽しみながら自分の将
来について考えていけたらいいですね。
今回は11月４日（金）と11月11日（金）に行った、大湊高校との合同授業につ
いて紹介していきたいと思います。

▮エンシュア・H（経腸栄養剤）の試飲体験

▮座位での衣服の着脱

▮おむつ交換

▮みちのく荘の見学
県内の中で最新の介護を行っていると言われて
いるすこやか園の見学を行いました。天井からぶ
ら下げ式のリフトを実際に体験することで、介護
福祉士の負担減少だけではなく、利用者の転倒防
止の効果があることについて身をもって学ぶこと
ができました。

今回、大湊高校での合同授業を終えて今まで
私たちが学んできた技術を改めて見直すことが
できる良い機会であったなと思いました。
高校生の皆さんとも様々な関わりができて、
楽しく有意義な時間を過ごすことができました。

利用者様が横になった状態でのおむつ
交換の実施を行いました。おむつ替えを
安全に行いつつも安心していただけるよ
うな声掛けに意識を向けることの重要性
を再確認できました。

大湊高校の帰りに『あしざ
き食堂』で昼食を食べまし
た！唐揚げ等とてもおいし
かったのでいつかまた行き

たいです！

高校生の皆さんに経腸栄養剤
の試飲体験を行いました。味に
よって飲みやすさが違うことや、
一缶当たりのカロリーについて
飲みながら考えることが出来ま
した。

経腸栄養剤をパジャマにこぼし
てしまったことを想定し、座位で
の衣類の着脱の仕方について高校
生に向けでデモンストレーション
を行いました。その後、高校生が
実施する際にアドバイスをするこ
とで、自分の技術を再確認してい
くことが出来ました。


